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総人口 119，309人 け68)

ごみ・そんな出し方でいいんですか 4・5 男 58，293人 ¥+45)
モラルの低下目立ちます

女 61，016人 (+23) 

世帯数 38，953世帯 (+601 

みんなのページ 10・11 ( )内(;1:前月比です

マイタウン「提言」 上回再発見「こ」が好き」など



仰
項
目
の
要
望
に
回
答

七
月
十
一
日
、
日
本
道
路
公
団
、
同
市
、
市
は
、

上
信
越
自
動
卓
造
の
設
計
協
議
用
図
面
に
基
づ

く
沿
線
九
地
か
ら
の
袋
唱
が
取
に
付
す
る
同
答

を
、
上
岡
市
股
協
山
速
道
対
策
愛
以
会
に
従
ぶ

し
ま
し
た
ま
た
、
川
村
取
委
以
会
か
ら
位
山

さ
れ
て
い
た
要
望
恒
明
に
付
す
る
第
三
次
問
答

も
併
せ
て
行
い
ま
し
た

要
望
事
項
は
四
百
二
十
二
項
目
に
上
り
、
そ

の
う
ち
、
『
要
望
可
能
と
す
で
に
対
応
摘
み
」
は

二
百
三
十
九
項
目
(
全
体
の
五
七
0
0
)

に

今

後
の
設
計
協
議
で

m

対
応
し
た
い
」
か

M
三
項
日

(
ニ
問
0
0
)

で
、
山
間
リ
の
八
卜
.
唄
日
(
一
九
九
)

は
一
安
明
に
「
添
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
ま
す

側
道
げ
キロ、

地
下
道
6
か
所
増
設

日
本
道
路
公
団
は
、
側
道
の
新
設
に
つ
い
て

は
一

・
ヒ
‘・を
、
ま
た
側
道
の
拡
幅
に
う
い
て

は
九

.h
，
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
，
ま
た
、

地
下
道
{
ポ
ァ
ク
ス
カ
ル
パ

l
ト
)
は
変
史
を

合
的
て
六
か
所
、
航
法
(
オ
ー
バ
ー
ワ
リ
ァ
シ
)

L
一
・
か
所
そ
れ
ぞ
れ
迫
加
と
な
リ
ま
し
た

第
二
イ
ン
タ
ー
は
主

H
向
(
上
回
)
立
体
型

と
な
う
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
真
田
方
面
か
ら

の
立
体
化
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
が
少
な
い
こ

と
か
ら
対
応
が
で
き
な
い
と
の
回
答
と
な
り
ま

し
た伊

勢
山
地
慌
の
川
辺
一
川
問
号
線
と
い
父
去
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
怖
染
を
い
比
く
す
る
と
い

上
信
越
道
に
関
す
る
地
元
要
望
に
対
し
て
、
日
本
道
路
公
園
、
県
、

市
は
先
月
、
図
書
書
を
提
示
し
ま
し
た
。
う
ち
、
約
六
割
が
要
望
可
能

と
す
で
に
対
応
済
み
で
、
現
在
、
地
元
で
説
明
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

設
計
協
議

ヘ
向
げ
て
・
・
・

上
信
越
道
、

地
元
要
望
に
回
答
書

高速道路ができるまで

f
p細
部
測
量

・
追
加
お

C
よ
び
補
足
土
質
調
査

‘fLJ北9年以内

品逗示/-' 

先月 118に行われた回答書の説明会(農協会館)

[2] 広報うえだ2.8.1



う
こ
と
て
、

ま
し
た

6

説
夜
、
地
厄
の
作
地
以
で
制
答
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
う
て
い
ま
す
か
‘
一
臼

L
u
rく
設
計

協
議
に
入
れ
る
よ
う
u

}

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ほ
ほ
要
望
ど
お
り
の
凶
符
と
な
り

関
連
道
路
計
画
も
発
表

市
で
は
、
凶
答
書
の
作
成
に
併
せ
て
、
神
科
・

盟
殿
地
区
の
幹
線
泣
路
網
計
酬
を
策
定
。
地
域

開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
通

を
確
保
す
る
た
め
に
検
討
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
@
延
長
約
二

O
J
に
お
よ
ぶ
道
路
計
画
で
、

九
路
線
を
策
定
し
ま
し
た

一
日
も
早
い
供
用
に
向
け
て

昨
年
六
月
、
設
計
協
議
用
図
面
が
提
示
さ
れ

て
以
米
、
市
で
は
、
地
厄
の
要
望
内
容
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
把
握
し
な
か
ら
、
道
路
公
団
、
県
と

の
折
衝
を
精
力
的
に
重
ね
て
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
は
、
地
域
の
産
業

・
紘
一
併

・
文
化

な
ど
に
大
き
く

-U献
す
る
社
会
資
本
で
す
ま

た
、
行
動
閣
の
拡
大
を
図
る
よ
か
ら
も
、
た
い

へ
ん
大
事
な
幹
線
道
路
に
な
り
ま
す

桁
は
、
一
日
J
U
早
く
供
用
が
で
き
る
よ
う
、

建
設
促
進
を
市
政
の
且
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
沿
総
の
関
係
す
る
皆
さ
ん

は
じ
め
、
全
市
民
の
ニ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

-
問
い
合
わ
せ

3
)
 

高
山
必
交
通
謀
(
内
線

1
5
5

よ回インターチェンジの完成予想図。ょに第 1インタ一、下には国道144号線と合流する第 2インター

が見える。高速道の左側が長野方面、右倶!Jが東京方面

上信越自動車道情報

広聾うえだ2.B. 1 [3) 



み
-圃F、.

決!マ難t<ありまでんど，11--

そ
ん
な
出
し
方
て
い

毛
ラ
ル
の
低
下
目
立
ち
ま
す

問
削
ン
ベ
が
投
入
川
山

〔実
態
①
〕
生
ご
み
を
き
ち
ん
と
箱
に
入
れ
て

な
い
た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
描
が
あ
さ

っ
て
い
ま
す
。
↓
魚
の
頭
や
骨
が
飛
び
散
っ
て

い
ま
す
。

〔実
態
②
〕
水
切
り
を
し
て
な
い
の
で
、
袋
の

中
は
水
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。↓
清
掃
車
に
入
れ
る

と
き
、
汚
水
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

(実
態
③
〕
袋
の
中
に
空
き
缶
、
瓶
が
混
ざ
っ

て
い
る
の
で
、
袋
を
あ
け
て
取
り
出
し
て
か
ら

収
集
車
に
入
れ
て
い
ま
す
。
↓
手
聞
が
か
か
る

う
え
、
悪
臭
が
す
ご
い
で
す
。

〔実
態
④
〕
袋
を
き
ち
ん
と
結
ん
で
な
か
っ
た

り
、
箱
を
聞
け
た
ま
ま
の
も
の
が
多
い
で
す
。

↓
周
り
に
飛
び
出
て
、
散
ら
ば
っ
て
し
ま
い
ま

す。〔実
態
⑤
〕
灰
の
中
は
空
き
缶
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。

先
日
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
(
十
J
)
が

投
入
さ
れ
ま
し
た
。
↓
炉
の
中
で
爆
発
し
な
く

て
よ
か
っ
た
で
す
。
燃
え
る
ご
み
に
は
金
属
類

は
絶
対
入
れ
な
い
よ
う
に
。

こ
の
よ
う
に
実
態
は
、
ひ
ど
い
ん
で
す
。
で

は
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
判
断
は
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
い
え
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
か
ら

ご
み
を
持
ち
出
せ
ば
、
自
分
の
所
は
き
れ
い
に

な
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
ご
み
の
行
方
も
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣

い
を
、
ご
み
に
も
与
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

口
川
市
が
燃
え
て
真
凶
い
]

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
の
四
年
生
が
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
社
会
見
学
に
訪
れ
ま
す
。
見
た

ま
ま
、
感
じ
た
ま
ま
を
感
想
文
に
し
て
送
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
わ
た
し
は
、
あ
き
か
ん
が
も
え
て
い
て
、

ま
つ
く
ろ
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」(
神
科
小
児

童
)

コ
」
み
を
も
や
す
と
き
に
こ
ま
る
こ
と
を
お

母
さ
ん
に

『
も
え
る
物
の
中
に
、
も
え
な
い
物

が
ま
ざ
っ
て
い
る
と
、
こ
ま
る
ん
だ

っ
て
。
気

を
つ
け
な
く
ち
ゃ
ね
』
と
言
っ
た
ら

『
そ
う
だ

ね
』
と
い
う
返
事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
も
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ん
が
こ
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
ご
み

に
し
ま
す
」

(南
小
児
童
)

37，656t 

35，415 

ごみ収集処理量の変化(可燃ごみ)

38，000 

30，000 

25，000 
t 

35，000 



ー匂
燃え}ごみ、燃人な、、ごみの判断

の分け方

(一般家庭の場合)

角ラ自曾
"・r 、‘一一一一~，.， ~ /VL  

姐'-圃-~・圃・・4ーーJA'V

新聞

昌
紙

ぷ歪予~~

守 庭木

布団類。
(丸めて1枚ずつ)

~笥ぺZ

判念?電

設告?

燃

え

る

ご

み
収

集

し

J塁ぜ
ま

守

竺
電線・鈷〈ず

乾電池類

なベ類

軍ア巴?:D

燃
え
な
い
ご
み

旬
，-:::::.三===ー、 これらの処分方法
Irコ苅 |多目 はクリーンセンター

I L IJJ:河 に問い合わせてくだ

if--寸lfノ さい。

テレピ

億9
収
集
し
ま
せ
ん 洗濯機

燃えるごみで引っ越しゃ大掃除などで大量

に出たときは、クリーンセンターへ芭接待

ち込んでレください(2mぐらいまで)。

50kgち越えた場合、 1kgにつき 2円の手数

料がかかります。

持

ち

込

み

クリーンセンター・清掃事務所企⑫0666

(5] 
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1リjけ Jj!二J:.:~Il .nr を 111 光 L t~般の教は、例年より多
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制りをやり与しました。

d
司

a凶
陪
れ
絢
子
も
登
場

判
例
の
史

的
イ
ベ
ン
ト
で
ふ
る
似
同
祭
り

今
年
t
u
じ
円
.
一
-十

一
、
二
十
二
日
に
行
わ
れ

一一
卜

↑

uの
伐
は
、
松
M
U
町
、
以

(

;

 

i

川

仇

山

川

な

と

の
け
抗
さ
泊
り

が

交
通
組
制
き
れ
、

山
治
会
・
ヤ
件
純
川

体
か
約
三
時
間
に

わ
た

り
て
ろ
こ
し

を
判
い
て
応
さ
、

観
衆
J

三

休
と
な

戸
て
祭
リ
を
山
市

L

ん
て
い
ま
し
た

{
U
H
写
真
は
本
町

の
ち
ば
れ
郷

py
-

ま
し
た

軍喧軍軍E
 

E
 

も

--
R
 

E
 

唱m
 

E
 

E
 

E
 

E
 

E
 

Z
 ι

踏
入
に
は
江
戸
時
代
山
M
m
b』
助
灼
た
家
の
門

司
か
あ
リ
、
め

m
f一
戸
の
ん
か
並
み
も
域
三
、
い
ま
す

品
上
山
城
下
町
に
隣
接
す
る
村
で
、
北
凶
街
道
に

ー
ら
沿
う
て
れ
ま
し
た
か

・旬
、
家
杭
み
か
そ
ろ
勺

巴
て
い
る
の
て
す

官
時
入
と
い
う
地
名
か
文
献
に
初
灼
て
比
え
る

A

の
は
、
今
か
ら
単
一
ニ
三
年
前
の
康
正
三
年
二

官
凶
.
れ
じ

)
の
諏
訪
史
料
で
す
か
ら
、
本
町
時
代

忌
中
期
に
は
す
て
に
村
か
あ
，
た

-E-が
わ
か
り

ー
ま
す
そ
れ
よ
り
古
い
鎌
令
吋
代
に
は
常
川
山

邑
に
台
ま
れ
て
い
ま
し
た

官
踏
入
は
、
あ
る
州
場
所
仁
川
化
を
入
れ
る
、
と
い

白
・
フ
五
味
て
す
か
ら
、
踏
み
入
れ
る
場
所
か
ど
二

百
て
あ

J

た
か
か
地
れ
の
山
米
に
な
り
ま
し
ょ
う

i

k
出
城
カ
築
か
れ
る
以
前
か
ら
こ

の
地
れ
カ

ー
あ
り
た
の
て
す
か
・
り
、
域
ド
川
へ
比
を
踏
み
入

品
れ
る
と
い
う
立
味
に
は
な
り
ま
せ
ん

1

7

1
小
川
山
山
」
』
{
藤
沢
点
怯
ふ
れ
、
附
和
卜
五
年
}

唱
に
は
、

-悶
附
に
時
人
る
と
い
う
と
‘
一
ろ
か
ら
仰

官
た
れ
て
は
お
る
ま
い
か
と
思
う
一
と
あ
リ
ま
す

思
い
濃
凶
の

M
W
(凶
の
役
所
-
は
、
大
化
ニ
午

t

a

六
四
六
日

号
一司
令、

現
上
川
山
に
例
目
さ
れ
た

F月R37踏入の巻

[6) 広報うえだ2.8.1
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叫
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d
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上

サ

第29岡県rli守:校総令体育大会の「水泳競技大会」が

7月22日、 n然運動公開フールて千i-われましたn この

自の最同気温は36_81~ o ジリジりと太陽光線かf!(~ 1) ;起

します。 l~<下の中学生の代表ーが400111 メドレ ーリ レー、

400m門山形など、タイムを競いfぃ、ました。

III親子映画教室

t>とき 8月13日(J])、 14日(刈。午前10時~、午後 1

時30分~の2回 t>ところ 枕聴覚京(3 I塘) t>上

映作品 「泣いた赤おにJrごんぎつねJ rド1v 、象J t> 

定員 各回50人 t>入場料 無料

圏太陽の黒点とプロミネンスを見てみよう

t>とき 8月11日L日午後2時、同12日(11)Lf-前10時、

同13日(円)午前10時 t>ところ 天体観測l宗 (犀上)

t>観望指導 創j立館天文同好会 t>参加方法 時間内

に随時、お越しください(間大 . ~:米は中止) t>参

加費 無水1-t>その他 中学ル.以下は保謎者向fl'-て‘

圃天体観測機器および各種資料の展示

じ〉とき 8月11日w午後2時-911寺、同12日(11)午前

9時~午後8時、同13日(JJ)午前 9時~午後41時 t>と

ころ 英術館(2階) t>内容 ①国友藤兵衛作の以

射望遠鏡と写兵ノ、ネルによる太陽鋭j[1iJ資本|の展ポ②す

い毘の込i-真の展示③天文同好会日による太陽の泉.1.'):・

ブロミネンス観illlJのデータ④太陽電池実験⑤1990年 2

月の月食ビデオの上映笹}天文なんても質問コ ーナー

平成2年国勢調査の

マスコット

我
山
ゲ
川
に
お
け
る
桜
強
い
社
会
問

題
て
あ
る
川
和
問
題
そ
の

一一
刻
J
U

M--
い
解
決
を
願
勺
て
、
今
年
で
十
.h.

回
目
を
数
え
る

「部
落
差
別
を
な
く

す
市
民
大
行
動
L

が
、
七
月
十
一
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
市
民
会
館
て
聞

か
れ
た
集
会
て
は
、
議
師
に
枇
予
の

新
ωげ
の
り
子
さ

ん

(1
写
真
下
)

を
迎
え
、
歌
と

F

語
り
が
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
、
参

加
者
か
市
街
地

を
大
行
進
し
ま

し
た

(
l写
真

上
)

rセレサスくん」
国勢調査では、生まれたば

かりの赤ちゃんからお年寄り

まで、すべての人が対象とな

ります。今回の調査では 「セ

ンサスくん」が、 10月 l日の

調査日に向けて、新聞・テレ

ビなどに登場し、調査への協

力を呼びかけます。

そ
の
場
所
は
特
定
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班

し

治

子

彦

宏

一

子

子

子

お

子

通

三

望

社

平

穂

剛

会

ユ

男

悠

三

子

一

男

き

紀

郎

一

刻

オ

フ

ー

」

材

か

孝

路

文

悠

直

ツ

理

だ

礼

利

隆

光

重

瑞

協

シ

邦

議

雅

誠

一

ゆ

正

太

一

イ
膨
ψ
事

働

く

婦

人
の
家

m
一
取

た

島

弁

津

井

口

葉

ミ

真

さ

い

谷

隅

木

田

新

藤

島

林

死

一

回

久

方

美

村

田

み

田

写

一

一

女

一性

一一

附一

K

せ

小

永

中

石

平

林

原

林

さ

奥

山

佐

杉

堂

伊

福

小

厳

ラ

柳

阿

北

渥

森

島

町P

山

石

一

罪

町

中

あ

な

た

の

能

力

を

包

;

…

…

…

…

…

…

霊

林

海

な

…
…
…
…

文

…

…

…
尊

プ

…
…
…
…

…

…

宮

…

末

一

両

直

一一

邸一

N

ゃ

…

…

…

…

…

部

…
…

東

み

…
…
…
…

誠

へ

…
…

本

・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一
話
柑
事
噌

生

か

し

ま

せ

ん

か

t
一

い

い

い

け

い

…

…

本

…
…
…

休

…

…

…

…

…

愛
…

…
日

泉

ソ

…

…

…

…

…

…

…

か
一
ト
ト
ト
ト

h

J
十

mr
…
…
…

M
ト

情

…
…
…

一

切

…

…

…

…

…

討

…
…
…

下
灼
…
…
概
…
…
…
…
…
こ
女
性
が
仕
事
に
就
い
て
社
会
参
加
を
す
る
こ

セ

引

件

人

…
意

ツ

人

ろ

…

み

そ

…

紙

…

…

…

ゅ

…

…
…

せ
の
…
…
産
…
…
…
人
住
一
と
は
、
自
分
を
磨
き
、
経
済
的
な
自
立
を
図
る

"

斜

条

葉

…
楽

エ

恋

こ

…
こ

ろ

…

手

三

所

ン

ら

…
い
…

の

つ

…
…

遺

…
官

…
殺

で

7
・
7
で
ぶ
、
そ
の
能
力
を
生
か
し
た
成
果
が

デ

(

の

方

…
音

チ

・

の

話

煮

そ

…

た

淳

験

デ

か

算

…

…

に

一

ニ

…

…

卜

踏

査

色

の

ま

一

f

l

f
く

オ

珠

間

る

…

ク

・

リ

ス

お

ツ

、

…
来

同

試

一

愛

誤

ジ

…

さ

た

イ

…

ン

舞

捜

暮

日

つ

一
社
会
発
展
の
た
め
に
必
要
で
す
。
働
く
婦
人
の

持

明

以

以

婦

、

円

払

川

一

円

初

併

は

…

料

献

特

対

抗

切

村

わ

対

和

川

…

υ
初
欄
飢
役
山
…
家
で
は
、
県
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催

河

ニ

び

み

の

ラ

ン

と

今

い

た

…
彦

判

鉄

一

た

た

・
厳

は

に

ツ

郷

キ

刑

安

京

気

剛

一
で
ワ
ー
プ
ロ
実
技
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

銀

十

伸

よ

闇

ク

ギ

新

オ

ウ

笑

男

…
山

裁

満

ハ

あ

男

ザ

尊

夢

嚢

グ

望

ド

死

公

東

彊

都

…

受

講

さ

れ

て

い

る

皆

さ

ん

の

感

想

と

し

て

、

l
i
l
i
l
i
l
i
-
-
;
1・一

「
ワ
ー
プ

ロ
に
挑
戦
し
て
再
就
職
に
生
か
し
た

特
に
飲
酒
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
…
ぃ
。
実
際
、
キ
ー
を
打
つ
手
に
思
わ
ず
力
が
入

ぅ
。
外
食
の
場
合
、
で
き
る
だ
一
り
ま
す
U

と
言
っ
て
い
ま
す
。

け
定
食
類
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
マ
働
く
婦
人
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

②
動
物
性
脂
肪
と
植
物
性
脂
肪
一
働
く
嬬
人
の
家
は
開
館
か
ら
十
五
年
目
を
迎

の
割
合
が
一
対
二
に
な
る
よ
う

一
ぇ
、
女
性
の
皆
き
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
幅

な
食
事
に
し
、
油
料
理
は

一
回

一
広
〈
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
毎
年
四

二
品
ぐ
ら
い
が
目
安
で
す
。
一
月
に
は
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
ま
す
。

③
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
と
一
そ
の
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
て
お
り
、

り
ま
し
ょ
う
。
海
草
、
き
の
こ
一
よ
い
仲
間
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
関

類
、
根
菜
類
(
芋
・大
根
・ご
ぽ
一
心
の
あ
る
か
た

う
な
ど
)
を
毎
日
心
が
け
て
食
…
だ
さ
い
。

べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
-
問
い
合
わ
せ

④
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
一
8
8
)

歩
く
こ
と
を
常
に
心
が
け
、
一
一

円

日
一
方
歩
を
目
安
に
す
る
の
も
一
一
・

よ
い
こ
と
で
す
。

一一配

な
お
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
…
ー

た
か
た
は
、
食
卓
¥
運
動
な
ど
一
即

日
常
生
活
全
般
に
つ
い
て
医
師

…
「

と
よ
く
相
談
し
、
治
療
を
続
け
二

ま
し
ょ
う
。

一
一

liA1 

市立図書館

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
の
と
り
過
ぎ
に
注
意

先
日
、
職
場
の
健

康
診
断
を
受
け
た
ら
、

高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
ょ

Q 
う
か
。
ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

高
脂
血
症
と
は

凪
液
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
い
状

態
を
い
い
ま
す
。
食
事
に
よ
っ

て
と
り
過
ぎ
て
余
っ
た
脂
肪
や

A 

糖
分
は
、
肝
臓
や
皮
下
に
蓄
え

ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
血
管

の
内
側
に
も
し
み
込
ん
で
動
脈

硬
化
を
お
こ
し
ま
す
。
動
脈
硬

化
が
進
む
と
高
血
圧
や
心
臓
病

の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病

に
な
り
ま
す
。

食
生
活
が
原
因
の

高
脂
血
症

と
り
過
ぎ
る
と
怖
い
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞

を
し
っ
か
り
さ
せ
、
脳
や
神
経

が
活
発
に
働
く
た
め
に
は
重
要

な
物
質
で
す
。
ま
た
、
ホ
ル
モ

ン
や
胆
汁
酸
を
作
る
の
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
必
要
以
上
に
増

え
過
ぎ
る
と
病
気
の
原
因
に
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

中
性
脂
肪
は
動
脈
硬
化
を
加
速

食
事
か
ら
と
っ
た
で
ん
ぷ
ん

や
糖
分
は
、
と
り
過
ぎ
る
と
中

性
脂
肪
(
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
)

と
い
う
か
た
ち
で
体
内
に
た
ま

り
ま
す
。
こ
れ
が
血
液
中
に
多

色
v

，T
9

く
な
る
と
、
血
液
の
粘
調
度
が

高
く
な
り
、
動
脈
硬
化
が
進
み

ま
す
。

高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
ら

①
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
朝
食
は
し
っ

か
り
食
べ
、
夕
食
は
控
え
め
に
、

[8] 広報うえだ2.B. 1 

働
く
婦
人
の
家
(
宮
⑫
2
9

熱心にワープロ鵬習を

受けている皆さん
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誘
わ
れ
て
も
気
軽
に
応
じ
な
い
よ
う
に
/

マ
ル
チ
商
法
に

う
ま
い
話
は
な
い

「
客
を
た
く
さ
ん
集
め
れ
ば

何
百
万
円
と
も
う
か
る
」
な
ど

と
持
ち
か
け
、
美
顔
器
を
買
っ

た
女
性
か
ら
の
苦
情
や
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
た
と
お
り
、

「買
っ
た
人
が
他
人
を
数
人
紹

介
す
る
と
買
っ
た
分
は
無
料
に

な
り
、
紹
介
し
た
人
が
さ
ら
に

数
人
ず
つ
集
め
れ
ば
何
百
万
円

と
も
う
か
る
」
と
い
う
も
の
で
、

マ
ル
チ
商
法
な
ど
と
呼
ば
れ
て

あ
な
た
を
ね
ら
う

さ
ま
ざ
ま
な
商
法

い
ま
す
。

こ
れ
は
「
オ
ゾ
ン
美
顔
器
」
と

い
う
触
れ
込
み
で
売
っ
て

い
る

例
が
多
く
、
二
十
万
円
か
ら
三

十
万
円
台
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な

か
に
は
、
五
十
数
万
円
も
す
る

機
器
を
買
っ
た
人
も
い
る
そ
う

銀盟」!

-各館のホールで 8月7日-9月6日に予定

されている催し物の案内です。

で
す
。

資
格
は
本
当
に
必
要
か

ど
う
か
よ
く
確
か
め
て

能
力
主
義
の
時
代
に
入
り
、

資
格
取
得
を
目
指
す
人
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人

び
と
を
狙

っ
た
悪
質
な
業
者
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
公
的
資
格

と
恩
わ
せ
た
り
、
「
将
来
は
国
家

資
格
に
な
る
」
な
ど
と
偽
っ
て
、

実
際
に
は
社
会
に
通
用
し
な
い

資
格
だ

っ
た
、
と
い
う
例
も
あ

り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
本
当

に
必
要
な
資
格
か
ど
う
か
よ
く

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

勧
誘
さ
れ
た
ら
目
的
を

し
っ
か
り
つ
か
む
よ
う
に

月 催し物名 開 演 入場方法 問い合わせ
日

26 第 12田健康づくり 10: 00 無 料 保健予防稼
l日1 市民のつどい

% 防災講演会 13: 00 無 料ω4 

仁ゴ市民会館l

7 サン ピアン

ω ピアノ発表会
9: 30 無 料 @7748 

8 サン ピアン

附 ピアノ発表会
9:30 無 料 @7748 

9 サンピアン

同 ピアノ発表会
9:30 無 料 @7748 

10 サンピアン
金 ピアノ発表会

9:30 無 料 @7748 

% 第15田部落差別を
同 なくす黄色区市民集会

19:00 無 料 中央公民館

5 沼田唯一の
附 ふるさと民話厳l場 18: 30 会員券 @4756 

」一 一一一一一 」一

歪亙亘U仁コ文化会館l

ま
た
、
電
話
で

「
O
O
に
当
一
。

j
o
l
l
i
-
-
l
i
-
-

不
用
品
に
な
っ
た
も
の

選
し
ま
し
た
」
な
ど
と
、
目
的
一
…

不

用

昂

…
ほ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

を
告
げ
ず
に
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
一
…

受

換

…
た
ら
生
活
環
境
課
(
内
線

ク
ラ
ブ
が
割
引
き
に
な
る
と
言
一
一
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
一

1
3
9
0
)
へ
ご
連
絡
を

っ
て
勧
誘
し
ま
す
。
こ
れ
は
英
一

圃
ゆ
ず
り
ま
す

ブ
ー
ツ
(
五
1
六
歳
)
無
料

会
話
教
材
の
セ
ー
ル
ス
ト

l
ク
…
/
揺
り
か
ご

一一一
千
円
/
ア
ン
プ
無
料
/
自

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
…
転
車
(
中
学
生
向
け
)
千
円
/
ガ
ス
が
ま

(は

実
際
に
は
割
引
き
ど
こ
ろ
か
、
一

t
)
無
料
/
浴
槽
話
し
合
い
/
介
護
用
ベ

ツ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
解
約
の
意
思
一
ド
話
し
合
い
/
勉
強
机
無
料
/
剣
道
具

(竹

を
伝
え
て
も
、
い
っ
こ
う
に
応
…
刀

・
上
着

・
は
か
ま
)
三
千
円
/
写
真
引
き
伸

じ
て
く
れ
な
い
と
い
う
例
が
あ
一
ば
し
一
式
話
し
合
い
/
犬
小
屋
五
千
円
/

り
ま
す
。
不
信
な
こ
と
が
あ
り
…
編
み
機
一
式
二
万
円
/
電
気
オ
ル
ガ
ン
無

ま
し
た
ら
生
活
環
境
課
(
内
線
一
料
/
子
ど
も
の
本
(
十
二
冊
)
話
し
合
い

1
3
9
0
)
へ
ど
う
ぞ
。

一
圃
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
服

(ニ

l
三

ー
¥ハ
ヤ
ゐ
酬
幽
一
歳
女
子
)
/
カ

l
シ
ー
ト
/
電
動
芝
刈
り
機
/

合

議

明

…

テ

レ

ピ

/
ク
ー
ラ
ー
/
洗
濯
機
/
冷
蔵
庫
/
大

!

凶

汽

/

一
人
用
自
転
車
/
子
ど
も
用
自
転
車
/
二
段
ベ

ツ

h
h
J
1
ψ

一
ド
/
天
体
望
遠
鏡
/
オ
ー
ボ

エ
/
フ
ル
ー
ト
/

ハ¥
h
¥

一
ベ

ビ
l
サ
ー
ク
ル

/
L
P
ガ
ス
ぷ
ろ

i
i
;
1
i
i
!
 

7 母親文庫
ω 親子映画会

10: 00 有 料 @0880 

8 母親文庫
制 親子映画会

10: 00 有 料 @0880 

9 母親文庫
桝 綾子映画会

10: 00 有 料 @0880 

14 平和のための

ω 信州戦争展
9: 00 有 料 上回創造館

15 平和のための
制 信州戦争展

9:00 有 料 上回創造館

16 平和のための
附 信州戦争展

9:00 有 料 よ回創造鎗

251 f‘上ン回ポのジこウどムもたちの 13:30 無 料 膏少年課
出 実{象をもとめて」

r9l 

空金山斗

7 広報うえ定2.B. 

仁コ上回創造館[



「みんなのページ」は、 市民の皆さんに参加

していだだくページです。決を参考に、市役所

秘書課〈〒386大手1-11-16、内線1112)ま

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言 (詳細は次ページ〉、上田再発

見 ・ここガ怒きくあなだの揖きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上田〈昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真)、わだしの夢 (21

世紀のよ田市を描いだ夢のある小 ・中学生の絵

画〉、なかま〈サークル、グループの紹介〉

。))

i上!1:
1 

発

見

こ
こ
り
好
?
④

マイ

タウン
MYTOWN 

||提|言|

-
今
月
の
テ
l
マ

快
適
な
反
の

過
ご
し

N

太
陽
、
海
、

入
道
雲
:・
。
夏
の
シ

ン
ボ
ル
を
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
暑

い
夏
の
過
ご
し
方
も

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
今
回
は
、
ど
の

よ
う
に
夏
を
快
適
に
過
ご

8
れ
て

い

る
か

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

_...，司・

池田正次さん

(生塚・77歳)

涼
し
い
所
で
の
ん
び
り
と

京
の
小
に
い
る
と
甘

い
む
の
で
す
か

ら
、
ト
昨
日
、

し仁
川
公
同
に
山
向
き
ま
す

た
い
た
い
午
後
一
.
吋
・
-
ろ
か
ら
タ

ιま

て
は
い
る
て
し
ょ
・
7
か

位
以
め
た
灼

仁
、
ペ
ム
M

附
の
悶
り
を
い
勺

L
μ
1
Lハ
し川

砂
い
て
い
ま
す

P

少
き
な
か
ら
、
時
川

慌
に
よ
「
て
涼
し
い
場
所
を
選
ん
て
は

休
ん
て
い
る
の
て
す
カ
:
・

ま
た
・ヤ
r

て
み
た
ニ
と
は
な

い
の
で

お話

松尾甚平さん
(72歳・新町)

芳
泉
寺
の
庭
て

よ
く
遊
ん
だ

川
治
時
代
、
こ
こ
に
は
北
川
品
川
道

か
ら
・
分
川町
し
た
松
本
仙
辺
か
あ
'
て
、

そ
の
先
に
「
山
川
の
縦
し

λ

併
が
あ

勺

?
ん
で
す

れ恥
初
、
こ
の
付
近
に
・仁

川
肌
を
作
る
汁
川
州
・
か
ら
〆
た
の
て
す

h
J

、
・.
k
t
η
4
4
1
二
上
'
て
ト仁
川

7

1

1
6
j
i
l
l

4

e

I

 

H
れ
ま
え

.k
aニ
主
て、，
L
二
三
、
十

H市
F
E-
-
J
J
1
S

』，・
・J
J

，、・
・4
'o
ず

'
r
r
，
4
4

打、

こ
ニ
ら
辺
は
み
ん
な
商
売
を
や

す
か
、

A
I
山、

公
開
内
の
ト小
の
ド
に
ニ

き
を
悦

い
て
、

本
て
ら
ゆ
「
〈
リ
読
ん

て
み
た
い

と
忠

〔
て
い

ま
す

暑

い
夏

は
、
涼
し
い
所
て
く
つ
ろ
い

て
い
る
刀

か
い
九
は
ん
気
持
ち
い
い
て
す
ね

中島広美さん

(五加・36歳)

睡
眠
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

小
川
水

mや
川
小
り
な
ど
ん
川市
し
い
・
-
と
が

多
い
苧
節
て
す
の
て
‘
必
然
的
に

f
ど

ー
ひ
た
ち
レ
ニ

祁
に
よ
く
出
か
け
ま
す

で
す
か
ら
、
八
月
ま
て
は
夏
ハ
テ
な
ど

r

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
m
号
か
れ

r

た
も
の
て
す
よ

上
川
の
な
か
て

も
い
ち
は
ん
栄
ょ
ん
た
場
所
の
一
う
た

丹
た
ん
し
ゃ
な
い

で
す
か
ね

坂
下
と
い
う
地
名
は
、
方
泉
寺
内

少
し

-K
に
あ
る
お
地
必
さ
ん
を
岐
に
、

下
の
む
の
く
は
地
を
以
ド
と
昨
ん
て

い
ま
す

お
地
此
さ
ん
の
あ
る
場
刈

か
九
よ
・
ヴ
と
け山
仰
木h
寸
坂
と
い
う
坂
の

しし
に
あ

円
て
、
そ
こ
か
ら
名
前
か
ウ

い
た
の
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
わ

た
し
の
小
さ
い
引
は
、
知
良
与

の
山
地

で
み
ん
な
よ
く
准
ん
た
も
の
て
ず
t

以
前
は
収
ド
町
会
と
い
う
飢
餓
か
あ

r

て
い
ろ
い
ろ
と
出
動
し
て
い
た
ん

て
す
か
、

A
f

は
も
う
・:

[10) 広報うえだ2.8.1

わ
た
し
の

ぼ
く
の

.・言主
ヲ!
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ヨシ
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〆ヨ
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モー>
昭和50年代初期の

北国街道 ・西脇

し
な
い

の
て
す
か
、
九
日
に
人

勺
て
か

ら
岐
れ
か
出
る
よ
う
て
す
ね
て
も
ん
か

肢
は
み
ん
な
よ
く
良
べ
る
の
て
-K
心
て

す
あ
と
、
せ
い
か
ら
と
い

「
て
冷
た

い
ら
の
、
特
に
ジ
ュ
ー
ス
組
は
あ
ま
リ

飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す

夏
は
特
に
体
力
・
を
陀
う
叫
ん
・
γ
節
で
す
か

ら、

昨
日以
七
十
ま
し
ザ
1

・7
y
.土
-

l

p

l

i

l

l

-

'

l

 

て
い
ま
す
千
と
も
は
卜
時
的
に
は
山

か
せ
ま
す
|
司
、
と
に
か
く
平
日
早
川
仙
Z
J

は
欠
か
せ
ま
け
付
-
ん
ね

「
わ
た
し
の
老
後
を
考
え
る
」

-
来
月
は

す
。山

齢
化
か
山
内
刻
化
し
、
上
山
市
て
も

ι齢

人
U
は
卜
川

・
問
。ゆ
え」
山
内
で
い
ま
i

ト

勺
カ
は
迎
え
る

E
佐
川
似
在
の
日
を

H

削
に
、

老
後
を
川
ゐ
く
、
む
な
花
に
過
-
一
す
た
内
、
-I

l
-
-ム
ト
成
代
め
か
た
を
対
象
仁
、
什
れ
き
J

ム

ま
す
コ
ル
フ
て
汗
を
流
し
た
あ
と
、

冷
た
い
ピ

i
ル
て
も
飲
む
の
か
峠
向
て

す
ね
職
業
側
、
休
日
出
勤
・ら
あ
る
の

て
、
何
年
、
夏
期
休
暇
を
も
ら

っ
た
日

な
ど
に
ト
ラ
イ
フ
を
紘
ね
て
拠

へ
出
か

け
た
り
し
ま
す
ま
た
、
祭
リ
・ヤ
化
火

な
と
は
比
る
の
も
好
き
で
す
し
、
'H
分

ト
九
九
て
参
加
し
て
楽
し
ん
た
り
も
・

と
に
か
く
、
出
動
的
に
立
を
過
-
-
し

て
い
る
の
て
す
か
‘
た
ま
に
は
家
て
の

ん
ひ
り
す
る
の
L
い
い
て
す
ね

山科恒和さん

(上川原柳町・23歳)

活
動
的
な
夏
を

比ヤ
日
本
的
に
反
は
大
好
き
な
の
て
、
衿

い
刊
は
フ
|
ル
て
泳
レ
て
休
を
冷
・ヤ
L

:
カ
ら、

コ
ル
フ

の
林
間
に
よ
く
行
主

で

か
号
、
ぇ
F

ト
る
ニ
レ
¥
ふ
た
ん
か
ら
の
心
併

け
、
ま
た
、

E
人
制
祉
制
位
や
施
設
仁
川
，
ず

る
.
咲
引
な
と
を
お
待
ち
し

C
ト
ま
す

〔
応
募
方
法
〕

投
陥
.
一
屯
訴
な
い
と
亡
、
八
川

ト
三
日
州
主
て
に
賂
九
諜
(内
線
1
1
1
2】

トυ
開
け
し
ま
す
間
協

η
喝
へ
い
ま
、
人
手
町
、

-

1

1

4

14
1
:
J

e
l

l

-

氏
名
、
屯
話
番
守
も
品
川
い
て
〈
た
さ
い

大
型
車
ど
う
し
の

通
り
抜
け
は
や
っ
と
こ

西
沢
豊
治
さ
ん

(η
歳
・
西
脇
)

ト
数
年
は
ど
前
ま
て
は
、
定
住
J
U
木
製
の
も

の
て
し
た

L
、
泊
め
い州
山川
の
下
水
備
は
ふ
た
ウ

慨
川
和
J

た
た
灼
A

ー
よ
り
弘
く
、
て
す
か
ら
大
別

市
と・
7

し
に
な
る
と
、
通
り
抜
け
る
の
か
や
-

E
こ
て
し
た
万
九
の
“

川
北
凶
街
道
・西
脇
L

E
ト
う
行
版
は
A
I

て
も
残
A

て
い
ま
す
こ
こ

は
背
か
ら
伶
ん
て
い
ゐ
人
ば
か
り
て
、

町
蛇

ろ
は
変
わ

っ
て
L
ま
っ
て
も
、十い
き
良
き
部
分

は
汁
の
ま
ま
て
す
れ

fな t

l今、i
iSi 

塩
田
太
鼓
ク
ラ
ブ

(
塩
田
公
民
館
)

秦昌史 〈ん

(東小・ 5年)

陀
は
、
上
田
市
に
あ
と
十
年
ほ
と

て
新
幹
椋
か
辿
る
よ
、
つ
に
な
る
と
聞

き
ま
し
た
十
年
し
ゃ
な
く
.
あ
と

三
年
く
ら
い
て
上
田
市
に
米
て
は
し

い
て
す
そ
し
て
い
ら
ん
な
叫
に

行
司
て
み
た
い

I111吟 11111を完撃にするのに 2.1f.は

かかるそうてす‘何年、 地肢の祭

りから、 UOh勺しょ¥" !'f，lllま

つ りなどにも参}JII1_ -います P 昔

か外に特 くのて、窓を間的てベ，"'-J 

ていゐた内rl'はまきに蒸 しふろて

す 1ど代表・背の I':'~111次総き ベー

\....，~J 

発足してから 3年 n内 4lt.i目水lIii

日の午後7If寺30分か ら911与をて活

動 Lています許 メン バーはI副叶地

lメ:の有志約30人.大人か(，1]、，γ:生

まてさまざまて 、-1.;，・'Itの 多いのカ

目、i:ちます，太抗!土 6附U[あ')、
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? 取り引き、証明用 8月22日(水)---9月11日(火)

計量器の定期検査 日程表

実施日|検査会場 | 検表時 |昔] I対象地区

8月22日 | 鈴 子 公民館 |午前9:30-午前11:30 I東猛田地区

(水) I it!i塩田公民館 |午後1:00-午後3:00 I西塩田地区

1._ _ ~ = ~ I午前9:30- 午|
| 公民館 I~:~;~: : :: z-.-:~ ~ :̂̂  I中塩田地区

(木) I -- - - ~~ ~ß I午後1:00-午後3:00 I 

8月24日|川西公民館|午前9:30-午前II:30 I川西地区

(金) I相 染 問|午後1:00-午後 3:00 181)所 地 区

I...L... _L_L .，.，_ .'1. ^ J:v4 I午前9:00- 正午 |
|中村 自 治 館 I~ ~~;~: : :: ~ -::T ^ ~ ^̂ I (月) I ' ，. ~ .~ - p~ I午後1:00-午後 3:00 I 

8月28日1. _""" _ ..aI.U. ^~1 午前9 : 00- lE ~ I 
|上回卸商業会館 I.'_ ~~::::: ._"'::. ^ ~ AJ秋和猛反地区

(火) I ~ --.~ ，_ ~ - ~ß I午後1:00-午後3:001

8月29日|上回卸商業会館|午前9:00-午前11:30I秋利塩尻地区

(水) I西部公民館|午後1:00-午後 3:00 I函部地区

8月30日|泉回公民館|午前9:30-午前11:30 I泉田地区

(木) 1)11辺町会館|午後1:00-午後3:00 I川辺 地 区

1. _ ~ ~ =_.~I 午前9:00- 正午 |
|上問点字国書館 I~ :.~;~ :::: 1-:;' ^ : ̂̂ I東部地区(金) I ~~.... J """ =.." I午後1:00-午後3:00 I 

I ~ _ L L _ ~ ^ ... I午前9:00一 正 午 i
|雨天神町公会裳 I~ ::~ : ::: h-:;' n ~ ̂  ̂I 南部地 区(月) I 1"r.lI "" 1.  .-~ ...... ....::a::. I午後1:00ー午後3:00 I 

9月4日1;大屋公会堂|午前9:30-午前II:30 I神川地区

(火) I農村環境改普センター|午後1:00-午後3:00 I盟殿地 区

9月5日|新田区民会館 |午前9:00-午前11:30I北部地区

(水) I上野が丘公民館 |午後1:00-午後3:00 I神科地区

I _'_'_n. ~... ft l a;a.&.A_~ _ I午前9:00- lE ~ I 
| 市役所計量検査室 I ~:~;::::: ~_::; ^:^^ I 市内全域(氷) 1I'''I，.)'.I''llll ~" 7'...Æ:L.=c. 1 午後1:00-午後 3 :001 

I _'_'_n_ ~... G I c::a..LA-.I.-_ I午前9:00- 午 l
i 市役所計量検査室 I~ ~';: : ::: ~::， ^ : ̂̂ I市内全域(金) I 111 '-̂，'II P" I .oH!!..'17'O..D.o.=t:. I午後1:00-午後3:00 I 

I _'_'_n，_ .:ll 1M .L.A_...a._......... I午前9:00ー | 
月10日i市役所計量検査室I!~::~~- ~~. ̂  :AA I市内全域(月) I "， ' I~I I" I PI ..us.-'7'..EL..::r::. I午後1:00-午後3:001 

I -I- ，n ， -' ~ f _ _LA_~_ I午前9:00- 正午
|市役所計量検査室 I~~;~ : : ~~ L--:' ^ ~ ^̂ I市内全域(火) I ' P' -~! I'l PI .f，I，l. 'I~ ...B.. ..:a::. I午後1:00-午後3:00 

。‘定期検査

計
量
器
を
取
り
引
き

(商
品
の
売
あ
る
場
合
、
ま
た
は
光
電
式
は
か
り
、

買
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産
電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
の
場
合
は
由
・

物
の
売
買
な
ど
)
に
使
用
す
る
皆
き
請
に
よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

ん
は
、
そ
の
計
琵
器
の
定
期
検
査
を
出
張
検
査
を
ご
希
望
一の
皆
さ
ん
は
、

一
年
に

一
度
受
検
す
る
こ
と
が
計
量

「所
在
場
所
検
査
承
認
申
請
書
」
を

法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
月
十
二
日
制
ま
で
に
商
工
課
商
工

こ
の
検
査
は
、
使
用
段
階
に
お
け
振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
、
申

る
計
量
器
の
正
確
さ
を
維
持
す
る
こ
請
書
は
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

と
に
よ
り
、
証
明
お
よ
び
商
取
り
引
ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を

き
の
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
商
工

今
年
は
左
表
に
よ
り
実
施
し
ま
す
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の
で
、
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
最
寄
り

〈
検
査
で
の
注
意
事
項
〉

の
会
場
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
①
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

な
お
、
計
量
器
が
二
十
台
以
上
あ
②
分
銅
や
増
お
も
り
は
計
琵
器
と
い

る
場
合
、
建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て

っ
し
ょ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
③
計

量
器
は
よ
く
掃
除
を
し
て
き
で

く
だ
さ
い
。
④
合
格
し
た
計
量

器
に
は
「
合
格
ス
テ
ッ
カ
ー
」

が
は
ら
れ
ま
す
。
⑤
こ
の
検
査

を
受
け
な
い
場
合
、
計
量
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

商
工
諜

(内

線

1
4
o

w

m

ν

¥
ふ
冶
て

，，
F

F

J
/

-

合
鍵

グ後
Fd

マ
相
談
内
容

生
活
相
談
及
び
情

報
提
供

マ
受
付
時
間

月
曜
日
i

金
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
i
五
時

十
五
分
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十

分
i
午
後
十
二
時
三
十
分

(第
二

・

四
土
曜
日
を
除
く
)
マ
対
象

県
内

に
在
住
ま
た
は
滞
在
し
て
い
る
外
国

人
マ
相
談
言
語
日
本
語
、
英
語

中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
マ
相
談
窓

口

県
庁
生
活
環
境
部
国
際
室

(
宮

0
2
6
2
@
3
4
1
3
)
 

宅
地
住
宅
の

法

律

相

談

マ
と
き

八
月
十
日
幽
午
後
七
時

十
五
分
i
九
時
ご
ろ
マ
と
こ
ろ

上
回
橋
上
流
約
一

J

つ
け
ば
鯉
西
前

マ
打
ち
上
げ
予
定

仕
掛
花
火
五

基
、
ス
タ

l
マ
イ
ン
十
九
基
、
打

ち
上
げ
花
火
六
百
発

上
田
の
花
火
大
会

8
月
間
日
掛
に

外
国
人
の
た
め
の

外
国
人
相
談
電
話

料
金
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

八
月
十
七
日
閥
、
九
月

二
十
一
日
樹
、
十
月
十
九
日
樹
、
十

一
月
十
六
日
働
時
間
は
午
後

一
時

i
一二
時

マ
と
二
ろ

県
庁
七
階
宅

地
住
宅
相
談
所

(0
2
6
2
@
o
l

-

-
内
線
2
8
7
7
)
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|上|田l
bbボルマーワを募集

"""""" 
リη 

外国人労働者

不法就労の防止に
理解と協力を

ご
め
い
揺
を

お
祈
り
し
ま
す

〈
六
月
届
け
出
分

・
叡
概
略
〉

唐
沢
ア
サ
オ

西
沢
た
祢

高
橋
い
せ

石
川
千
鶴
子

上
川
原
柳
町

上
室
賀

川
辺
町

御

所

五八七 八
七六七 ニ

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円

事
業
と
し
て
決
め
た

「
ク
リ
ー
ン
シ

テ
ィ
上
回
」
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
次
に
よ
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。
同
日
配
布
の
カ
ラ
ー

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ

上
田
」
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
内
容

恵
ま
れ
た
自
然
環

境
、
快
適
で
住
み
良
い
生
活
環
境
の

美
化
、
整
備
保
全
を
事
業
内
容
と
し

た
「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
田
」
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
で
「
ク

最
近
、
日
本
経
済
の
好
況
に
よ
る

入
手
不
足
に
伴
っ
て
、
外
国
人
労
働

者
に
関
連
し
た
記
事
や
報
道
が
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
で
就
労
し
よ
う
と

す
る
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
す
る

方
針
と
範
囲
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

ま
た
は
特
殊
な
技
術
を
持
つ
者
(
外

石
井
孝
子

山
本
は
な
よ

金
井
自
治
雄

堀

内

功

倉
沢
勝
雄

篠
原
ミ
ヨ
ジ

大
竹
勝
太
郎

流
石
な
つ
子

三

井

誠

片
岡
袈
裟
男

下
降
歌
子

泉

町
下
之
条

大
久
保

川
辺
町

中

野
伊
勢
山

北
常
国

学
海
北

金
剛
寺

{
ニ
好
町

北
大
手

七九五六七七八七六七三
00八 一六 八 一三 八 五 六

リ

l
ン
シ
テ
ィ
上
回
」
の
ロ
ゴ
(
デ

ザ
イ
ン
し
た
文
字
)
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
マ
規
格

大
き
さ
は
一
辺
十

仰
の
正
方
形
ま
た
は
直
径
十
仰
で
、

色
は
三
色
以
内
。
作
品
の
簡
単
な
説

明
文
も
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
マ
応
募

資
格

上
田
市
民

マ
応
募
方
法

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
と
と
も
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
八
月
二
十
五
日
出
ま
で

に
「
〒
郷

土

田

市

大
手

一
|

二

ー
一
六
上
田
市
役
所
企
画
課
」

へ

国
語
教
師
な
ど
て
国
内
で
は
養
成
で

き
な
い
熟
練
労
働
者

(中
華
料
理
の

コ
ッ
ク
な
ど
)
に
つ
い
て
、
入
国
、

在
留
を
認
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
単
純
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
受
け
入
れ
な
い

こ
と
を
政

府
の
基
本
方
針
と
し
、
今
年
六
月
一

白
か
ら
改
正
さ
れ
た
入
管
法
で
は
、

窪

田

幸

良

諏

訪

形

南

波

波

子

下

之

郷

西

沢

唯

一

三

好

町

小

市

武

春

新

屋

橋
詰
静
夫
下
川
原
柳
町

高

橋

喜

美

雄

下

堀

道

脇

千

代

上

本

郷

小

山

な

つ

え

浦

野

柳

沢

昌

治

大

屋

小
林
菊

枝

秋

和

斎
藤
周

一

大

湯

八八七六七七七七八六六
二四八三九八 O五七九 O

山
寺
武
男

小
池

勉

佐
藤
久
作

平
岡
寅
雄

宮
本
粂
子

室
臣
か
ね
じ

岡
田
美
秀
寿

間
宮
清
夫

古
平
智
子

関

重

一

日
比
谷
桂
佑

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他

入
選
作
品
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。
応
募
作
品
の
版
権
は
上
田

市
に
属
し
、
入
選
作
品
に
つ
い
て
は

広
報
な
ど
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
」
事
業
に

お
い
て
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

2
2
2
)
 

企
画
課
(
内
線

1

不
法
就
労
に
当
た
る
外
国
人
を
雇
用

し
た
者
な
ど
は
、
不
法
就
労
の
共
犯

と
し
て
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
い
入
れ
、

不
法
就
労
の
防
止
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
回
公
共
職
業
安

定
所

(
宮
⑫
6
3
6
3
)

下
紺
屋
町

手

塚
千
曲
町

伊
勢
山

下
之
条

上
室
賀

院

内
原

町

上
本
郷

下
之
条

川
辺
町

五七二六 八八 七七七九 七
二 O 一四八 O 四 六 六 四 七

清
水
順
子

宮
島
と
ら

柴
崎
英
夫

中
沢
ま
つ
よ

柳
沢
勝
治

金

沢

学

池
之
谷
正
樹

堀
内
こ

い
ち

篠
崎
愛
子

本
国

ツ
ル
ジ

山

口

国

分

材
木
町

森
金

井
染

屋

上
常
国

西
野
竹

北
常
国

下
塩
尻

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

わ
が
国
は
、
世
界
唯

一
の
核
被
爆

国
と
し
て
、
「非
核
三
原
則
」
を
国
是

と
し
て
き
ま
し
た
。
上
田
市
も
、
昭

和
五
十
九
年
に
「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
に
広
島
へ
、

同
九
日
に
は
長
崎
へ

、
そ
れ
ぞ
れ
原

爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
四

十
五
回
目
を
迎
え
る
被
爆
日
も
、
も

う
す
ぐ
で
す
。
投
下
時
間
は
八
月
六

日
が
午
前
八
時
十
五
分
、
九
日
が
午

前
十
時
五
十
八
分
。
両
臼
と
も
、
こ

の
投
下
時
間
に
は
犠
牲
者
へ
の
追
悼

を
お
願
い
し
ま
す
。

占ハ一

一

八
三

八
七

八
八

五
二

三
四

一一

一

八

O
六
八

七
七

第12回

健康づくり市民のつEい

l>とき 8月26臼(日)午前10時

bとニろ 市民会館 b内容 ①

体験発表②寸劇③ア トラクション

(玉川カルテッ ト)④記念講演「笑

いと健康J (青空一夜さん)
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ヂ

一土
一4
困
問
一
凶

す

μ
一金
一3
叩

げ

Mm
引
一川

町二
木
一2

9
日

幻

初

一山

一切
一水
一1

8
河

辺

勾
一肌

土

7
日
幻
お
一刷

う

3
0
7一土

rt
1
・
円
/
』
円
/
二

4
一
第

5
ロ
叩
お
一つ

ι
第

@ 
⑤ 月火

す
。

…

マ
実
施
保
育
園
点
部
保
打
倒
(
竹
山

一

山
一
一
一
|
凹
|
三
間
}
マ
保
育
時
間

一
千

H
I午
前
八
時
三
卜
分

1
午
後
問

一

市
で
は
、
附
存
者
な
ど
の
社
会
参

…
時
、
土
曜
日

l
午
前
八
時
三
十
分

i

…

加
を
い
す
そ
・
7
促
進
す
る
た
め
に

…
正
午

マ
そ
の
他

.
詳
し
く
は
「
広

…

次
に
よ
リ
市
の
地
設
を
利
山
す
る
場

…
報
」
六
月
一
日
号
十
五
ペ
ー
ジ
を
こ
…

介
、
山
問
料
会
二
郎
割
り
引
き
ま
す

…
覧
く
た
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ

保
一

な
お
、
介
必
事
刊
の
か
た
J
U
割
リ
引
き

…
打
・
認
-
内
総

1
6
3
3
ぺ
東
部
保
有
一

さ
れ
る
場
介
か
あ
リ
ま
す
の
で
窓

…
同

一
宮
⑫

0
6
8
2
)

日
へ
中
し
山
く
た
さ
い

マ
期
日

目

八
円
一
日
制
か
ら

マ
対
象
者

身

…
園

側

テ

レ

コ

ム

・
ユ

l

体
障
害
者
手
帳
、
山
保
育
子
艇
を
持
つ

…
圃

社

員

を

募

集

人

マ

対

象

施

設

相

染
問

-特
殊

…
・

浴
柚
を
今
川
む)、

山
然
運
動
公
図
『
流

一

当
社
は
、
同
・県

-t
m市
な
ど
か
一

一
水
フ
|
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
…

中
心
に
な
り
設
立
し
た
第
三
セ
ク
タ

…

勺
ク
、
マ
レ
Y

卜
コ
ル
フ
一
、
市
民
的

…

l
刀
会
社
て
す

マ
職
種
な
ど

ω
…

一
森

一
ス
ケ
ー
ト
場
、
ゴ
|
カ
|
ト
、
パ

…

ン
ス
テ
ム

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ブ
ロ
ク

…

…
タ
|
ゴ
凡
さ
、

k
旧
城
跡
公
閥

(
市

…
ラ
マ

l
、
キ
|

ハ
ン
チ
ャ

1
0①
.
十

…

一
常
フ
|
ル
、
偽
物
館
、
山
本
記
念
館
、

…
成
三
年
三
日
大
学
-
専
門
学
校
合
む
)

…

…
L
L
m
城
市
ゃ
く・

2
、
問
分
守
史
跡
公

…
学
業
予
定
者
②
大
学
-
専
門
午
校
合
…

…
刷
(
資
料
館
}
、
制
造
館

(
ブ
ラ
ネ
タ

…
む
}
を
卒
業
し
た
者
で
ニ
ト
五
段
米
…

…
リ
ウ
ム
、
民
俗
資
料
館
)
マ
そ
の
他
一

尚
、
ま
た
は
お
お
む
ね
三
十
政
く
ら
一

券
売
機

-n動
販
売
機
)
は
訓
り

…
ト
ま
で
乃
ン
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

・

…
引
き
に
な
り
ま
せ
ん
。
必
す
窓

μ
へ

…
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
粍
験
者

ω常
業

l
…

…
中
し
山
を

マ
問
い
合
わ
せ

一悩
祉
…
①
平
成
三
年
三
月
大
学
卒
業
予
定
者

一

…
諜
{
内
線

1
6
0
2
}

…
②
大
学
を
卒
業
し
た
者
で
、
常
業
経
…

・

…
験
を
有
す
る
三
十
段
未
満

マ
勤
務
…

.

一
時

保

育

を

…
地

上
岡
市

マ
勤
務
時
間

午
前

…

l

-

圃

ご

利

用

く

だ

さ

い

…
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
卜
五
分
…

.

(土
服
臼
は
午
後
卜
二
時
三
十
分
ま

い

市
で
は
、
保
育
問
に
入
関
し
て
い
…
で

)

マ

給

与

大

学
卒
十
六
万
円

…

…
な
い
児
輩
で
、
一
時
的
に
家
・
厄
保
育

…

i
十
仁
万
五

T
円
、
制
.
大

・
叩
門
学
…

か
で
き
な
い
乳
幼
児
を
お
踊
り
し
ま

…
校
卒
十
三
万
刊

i
十
凹
万
円

r

新
LM
T

…

施
設
使
用
料

障
害
者
に

割
り
引
き
制
度

せ年どケ マ こ た則的制~士一ア三二、 / ~・絡|背 マ J式者
て金に i料 時 マ める悩病県 ~ ' ~ L 七業 申!段初j
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第 3田平和のための

信州戦争展

[>とき 8月141:1(火)-17日(制。午前 9時ー午

後5時 [>ところ 上出自IJj主館(大ホール)[>

料金 大人300円、 rll高山:.100判、小学生以下無

料 bその他 戦争中の遺品、ちー真、諸資料を

お貸しくださ t、 [>問い合わせ 「平和のため

のもHI・1・戦争展」実行委員会(包⑫4340).ー・・・E
・長昔川誠〈ん

( 6歳 ・保野)

flrリ紙や水遊びカ、大針き 」 と

保健 診 tt
-

商

業

統
計
調
査

圃

広
報
用
ポ
ス
タ
ー

-

募
集
し
ま
す

通
産
省
で
は
、
全
国
の
商
問

(卸

…
売

・
小
売
業
)
を
対
象
に
三
年
に
一

…
度
、
商
業
統
計
調
査
を
集
地
し
て
い

ま
す
。
・
調
伐
の
円
滑
な
実
地
を
図
る

た
め
、
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
次
に
よ

り
#
集
し
ま
す
。

マ
規
格

①
日

間
×

u
m
(
縦
長

…
使
用
、

A
2
判
)
②
四
色
以
内

(白

…
色
は
除
く
〕
③
写
真
は
使
用
し
な
い

…
④

「
通
商
産
業
省
、
商
業
統
計
淵
査

一
(
卸
売
業

・
小
売
業
)
」
「
.キ
成

3
年

7
月

1
日
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
る

保健予防諜(内線1374)

⑤
必
耐
に
、
住
所
・氏
名
・職
業

(
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
円
子
年
)
を
明

記

マ
応
募
期
限

九
月
十
日

ω(当

日
消
印
有
効
)

マ
応
募

先

干

捌

長
野
市
大
字
南
長
野
六
九
二
1

ニ

長
野
県
総
務
部
情
報
統
計
諜

マ
問

い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係
{
内
線

1
2
2
5
)
 

行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所

を 「
家次行笹
峡に )j察
によ不で
所 1) 明は
1'E ~M の
不設人八
明しを H
のま般の
人すす ー
が 。制|か

い 談 月
る 所聞
か」

た
は
、
本
人
の
写
真
や
家
出
当
時
の

一

一
様
子
の
わ
か
る
資
料
(
身
体
特
徴
、

…
服
装
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
u

マ
と
き

八
月
六
日
開
午
前
九
時

…

…
か
ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ

上
回

一

平
成
二
年
度
受
賞
候
補
者
を
次
の

…
湾

察

署

(
宮
⑫

0
1
1
0
)

マ
そ
…

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

…
の
他

県
野
察
本
部

(8
0
2
6
2
…
か
た
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

…
@
0
1
1
0
内
線

2
3
7
3
)
で
は

…

マ

創

意

工

夫

功
労
者
H
H
申
込
期
限

一
八
月
中
開
設
し
て
い
ま
す
。

一
十
月
三
日
制
。
職
域
内
で
の
優
れ
た

…
創
・
意
工
夫
を
行
い
、
抹
術
の
改
善
向

一
上
に
貢
献
し
た
人

マ
技
術
功
労
者

…
l
申
込
期
限
九
月
三
日
間
。
科
学
技

…
術
の
進
歩
、
産
業
の
発
展
な
ど
科
学

…
技
術
向
上
に
貢
献
し
た
人

マ
聞
い

…
合
わ
せ

上
小
地
方
事
務
所
商
工
諜

る
@
1
2
6
0
)

科
学
技
術
功
労
者
な
ど

表
彰
候
補
者
を
募
集

百日ぜき -ジフテリ戸 ・破傷風

三種混 合 予 防 接種
b対象 |期=①昭和63年 1月から 6月までに生ま

れた幼児②昭和62年12月以前に生まれ、米抜=磁の幼児

(ただし 4歳未i的j、 2期 =①昭和61年 7月から 12月ま

でに生ま札、 1均jが消んでいる幼児②昭和61年 6月以

前に生まれ、 2!明が消んでいない幼児 (ただし 5歳6

か月未満) [>接種内容 l期=3-8週間の間隔で

31則被極(3週間にil笥たなかったり、 8週間を越えた

場合は接種できません )、2期 =1WJ終了後、 12-18か

月の聞に 1回接般 (1 期を 2回以上接極消みでないと

受けられません。また 、1J剖を終え て12か月経過しな

し、と機種できません) [>接種時間 各会場とも午後

1時30分から 2時30分 [>持ち物 母子健康手l帳、問

診票(ぶちゃん手l阪の中にあります。会場にも用治n、

印鑑

')f純iR 
会均 r.

111日|
t.1 敏 11包医

2凶 3凶

荷量ß ' 雨犬神田1 ・ 3止。!と . ~t f(仲間r . 

松地問 .~~I'f.町 ・ Iþ;田r . 求1ム
8 9 10 IBT・太子国fI i単位セ ン 1 -
月 月 1fj 北部II-.Illlff.柳町・F川原抑制問 ・

， ，tii究所I哲Ir70-21冶J
愛'!，-，J田1 ・ 上fl~(古田1 ・ 1民的町1 ・24 21 23 
U，jllJ .ド!i.flll.州国f.祈1I1・

LI 1:剥IlitlBfI 
一 ー ー t:1lI (斜 i()j 
JlI 辺 町会総 川 辺・ 泉 田

上野か li:公 民館 神 科 ・豊.IIl

西部lド品Ihlorr.i阜商(.f珂脇 ・祈

1早飽七 〆 1 - s 9 10 
田r・4取JIi剖j.生以.'/i;'B町・ヰ生

月 月 月 かti:.担rlAHまかtr.北 -ままか
市役所術庁~21:f'j) 29 27 25 JiP可.-I1k~t ) 11 ロ 日

I!J.:/ ¥1司 {特 猛反I秋千LI・t.J孟tfL.I、j孟1Ji.)
一ー
三 好町会総

' 城 下

溢Fl:lfJj:下総F，Jiセンター 8 i.I 同
ト一一一

111 凶社会~úl ltI:セン 1-
30 28 26 

)11 蕗(j， (:1>> Il.r、

東部I ~者入 ・ 3止11fT ・ 1-:ì;'; [fJ ・ '1'常

9 . 10 I 10 111.ド;;¥111・.lti:ilH.村本町・

l世鎚セ ン タ一月 |月 月 ! ?百入}

市役所市n-=f母2陥 5 1 2 30 中央1 I前日tl ・向型1.I~r ・ JJ，t田1 ・袋師J'
日 EI H: ，f.局場田J.EJl釘・丸剥師1・..jc町・

111J 川 ~U.f l
持1111地区 公 民館 | 神 川

三種混合予防接種目程表(前期)

※駐車場が狭いため、車での来場はなるべくご遺慮を。

(15) 広報うえだ2.8.1



主催:上小地域広域行政事務組合、(財)国

際花と縁の博覧会協会、ハイビジ ョ

ン推進協議会

後援:郵政省信越電気通信監理局、よ田市、

上田地域テレトピア推進協議会

ノてノレのフェステイ花
一 入場無料一

コ 花と緑の博覧会の様子を放送衛星を利用して、110 創造舘コミュニテ
8月1日(水)

ア インチのハイビジョンに写し出します。花と縁を ィ大ホール

イ
緑のサテラ イト

テーマにしたハイビジョンソフトも上映します。 9 : 00-17 : 00 
-20日(月)

p、一- 花と緑をァ マにしたハイビジョンソフトを上映。
ン ほていや海野町届

(ハイビジョンは、きめ細かな映像を大画面と高
8月1日(水)

音質で楽しめる次世代のテレビです)
10: 00-19 : 30 -20日(月)

上田市農業バイオセンターで、バイオァクノロジ

バイオフェスティパル
ーを導入して、花や果樹の優良品種を開発・増殖 創造館科学実験室 8月18 (水)
している様子をビデオで上映します。パネルや水 9 : 00-17 : 00 -20日(月)
耕栽培の展示もします。

サ 創造館エントラン

信州上回の花卸売会 今人気の上回の花を即売します。
スホール 8月11日(土)

ブ 9 : 00- 8月128(日)

イ

売り切れまで

農 民 美 術 花 の木彫展 花をテーマにした農民美術の木彫作品展。
創造館美術館 8月18 (水)

，、. 9 : 00-17 : 00 9 8 (木)

ン 花と 緑の 写真展 花と緑をテーマにした写真の作品展。
創造自富美術館 8月1日(水)
9 : 00-17 : 00 9日(木)

ト アートフフワーを中心とした作品展。花博にちな

フラワーデザイン展
んで、ヒマラヤのブルーのケシと県花リンドウな 創造館美術館 8月15日(水)
ども展示しています。チャリティー即売コーナー 9 : 00-17 : 00 -20日(月)
もあります。

ち ぎ 当*~ 展 和紙を利用した花のちぎり絵作品展。
創造館美術館 8月15日(水)
9 : 00-17 : 00 -20日(月)

ハイピヲョン縫進協議会では、全国lこ100ガ所の“緑のサテライト"を設置し、ハイビジョン|こよる花の万縛サテライトを展開して
います。 土小地減では、テレトピ戸計画などの地獄情報化対策の一環に13¥さわしい“緑のサテライト"にあわせて、 “花と緑"を
テーマとしだイベントを各種団体のご協力を頂き実施し、地獄文化の向上と地獄の活性化を図っていきます。

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

• • • • • 
・

-
-
-
p

・a
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o
o
o
-
-
e

・o
・-o
a
-
-
0
.

，0
・・・・・・・・・・・・・・・・

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
は
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
生
物
工
学
)
技

術
を
導
入
し
て
花
や
果
樹
の
優
良
品

種
を
開
発
、
増
殖
す
る
施
設
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
五
月
、
長
野
県
内

で
こ
の
種
の
施
設
と
し
て
最
初
に
で

き
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
グ

ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

ス
タ
ー
チ
ス
類
な
ど
の
花
と
巨
峰
(
ぶ

ど
う
)
の
優
良
品
種
を
開
発
、
増
殖

し
て
い
ま
す
。

施
設
と
し
て
は
、
培
養
増
殖
施
設
、

ガ
ラ
ス
温
室
、
ほ
場
(
三
千
平
方
幻
)

が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

農
業
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
(
宮
⑮

3
5
0
8
)

ー
/

・
連
日
、
う
だ
る
よ
う
な

集

記
J

暑
さ
で
ば
て
気
味
の
人
も

踊

後

¥

多
い
の
で
は
:・
。
そ
の
猛

/
¥
暑
の
七
月
二
十
二
日
(
何

と
最
高
気
温
が
三
十
七
度
近
い
)
、
保

事
baん

野
の
祇
園
祭
に
出
掛
け
て
み
た
。
こ

の
祭
り
は
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、

す
べ
て
古
い
し
き
た
り
が
守
ら
れ
て

い
る
と
聞
く
。
行
列
も
整
然
と
進
行

さ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
ピ
シ

ッ
と

き
ま
っ
て
い
る
。
四
百
年
以
よ
も
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
保
野
の
人

た
ち
に
感
服
し
た
。
(
せ
ま
)

。
農業バイオ
セン1-
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花に固まれたバイオセンター

-
七
月
に
入
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
毎
週
、

市
内
各
地
で
さ
ま

F
ま
な
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。
当
然
、
わ
た
し
た
ち

も
、
取
材
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
祭
り

に
同
行
。
な
か
で
も
、
別
所
で
行
わ
れ

騎
打

Z
叶

た
「
岳
の
跡
」
は
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
る
。
こ
の
日
は
、
ビ
デ
オ
収
録

も
重
な
り
、
夜
明
け
前
か
ら
夫
神
岳

に
登
っ
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
だ
が

:・
。
あ
い
に
く
、
ど
し
ゃ
降
り
の
な

か
で
の
散
々
な
取
材
だ
っ
た
。
毎
年

こ
の
日
が
来
る
と
思
い
出
す
こ
と
だ

ろ
う
。

(

に
し
ざ
わ
)
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